
事業費 260,518 千円 事業費 169,273 千円

活用額 260,518 千円 活用額 75,897 千円

指定ごみ袋の製造・販売 214,600 千円 多様な主体との連携促進

ごみステーションの充実 43,176 千円 新 防災知識と共助意識の向上を図るため、学生が主体の防災フォーラムを開催    ５００ 千円

ごみ分別促進アプリの運用 2,742 千円 地域・家庭・学校が連携した活動を支援 12,505 千円

改 町会行事等に学生団体を派遣し、地域と学生の連携を促進 1,200 千円

地域ぐるみで行う獣害防止対策を支援 40,500 千円

事業費 532,607 千円 地域福祉活動の促進のため、ボランティア活動に応じポイントを付与 3,400 千円

活用額 273,426 千円 地域防災力を高めるため、リーダーとなるコミュニティ防災士を育成 3,982 千円

その他、商店街が地域住民との交流を目的としたイベント開催を支援　など

①地域コミュニティの醸成 13,810 千円

認知症高齢者の早期発見のため、地域見守りネットワークを構築 4,000 千円

高齢者・障害者世帯のごみ出しを支援 5,000 千円

その他、市民課等で加入連絡票を配布し、転入者の町会加入を促進　など

1,690 千円 指定ごみ袋の販売収入（基金に新規積立） Ａ 610,000 千円

②地域コミュニティ組織の持続可能性向上

新 本市独自の地域コミュニティ活動情報の発信を強化 15,900 千円 <活用額>

新 全ての消防団に女性消防分団を創設 9,316 千円

新 学生や集合住宅居住者等の町会加入促進に向けた調査研究を実施 2,600 千円 Ⅰ．指定ごみ袋の製造・販売等の経費 260,518 千円

改 地域活動発信アプリの活用など町会活動のICT化を推進 8,600 千円

町会等による融雪装置の設置等に対し支援 7,500 千円 Ⅱ．地域コミュニティの醸成　など 273,426 千円

消防団への運営交付金を拡充し、災害時即時体制の維持を支援 24,514 千円

改 コミュニティセンターの新築等に対し支援 12,900 千円 Ⅲ．多様な主体との連携促進 75,897 千円

その他、市民活動サポートセンターの運営　など 27,493 千円

Ⅰ～Ⅲ　　　合計 Ｂ 609,841 千円

③地域コミュニティ活動のさらなる活性化

改 地域住民主体で運行する地域運営交通に対し支援 29,850 千円 A－B 159 千円

資源回収を促進するため実施団体を支援（古紙・アルミ缶） 42,572 千円

かなざわコミュニティ防災士会による研修会の開催 1,000 千円 ※指定ごみ袋の販売収入（基金に新規積立）を活用したあとの残額（A－B）については、

町会等が実施するコミュニティ活性化事業への支援 7,700 千円 　 基金に積み立てて将来的に活用

町会等による除排雪費用に対し支援 30,000 千円

コミュニティ活動推進用具購入支援事業費 6,000 千円 令和７年度末基金残高見込 682,170 千円

その他、コミュニティ活動の活性化に資する支援　など 36,791 千円

　　　　　　　　　　　　　　　指定ごみ袋の販売収入の全額を地域コミュニティ活性化基金に積み立て、指定ごみ袋の製造・販売等に要する費用に充てるほか、
　　　　　　　　　　　　　 地域コミュニティ活性化推進計画に基づく新規及び拡充事業に活用

地域コミュニティ活性化基金の活用

Ⅲ.多様な主体との連携促進

（地域コミュニティ活性化推進計画事業）
Ⅰ. 指定ごみ袋の製造・販売等の経費

Ⅱ.地域コミュニティの醸成 など

（地域コミュニティ活性化推進計画事業）
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